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少年の非行からの立ち直りのプロセスに関する一考察
　問題行動の延長上として非行を起こし，少年事件として少年司法の手続に付されて指導される。
しかし，保護者からの指導と同様，それらの指導を受け止めず，〈問題行動は継続・拡大〉され，
さらに〈健全な生活領域から離反〉する。そして，非行性を深化させ，ついには逮捕されるほど
の〈非行（事件）〉を起こし，〈少年司法上の措置〉が執られ，〈少年院等入所〉となる。
　〈問題行動の継続・拡大〉は，不良交友－非行親和的な価値観を持った環境－への同一化によ
り促進され，〈非行文化・価値観を取り入れ〉，自らの〈“非行少年”としてのアイデンティティの
強化〉を図る。また，このようなアイデンティティに起因する行動や態度により，〈周囲からの被
排除感〉を持ち，「非」非行文化・価値観，それらを持つ他者との関係が疎遠になる。そして，そ
れを補償するかのように，同じ非行文化・価値観を持つ者たちとの凝集性を高め，〈非行文化・価
値観の取入れ〉を促進させていく。
　また，その一方で，〈心身の傷つきに対する痛み〉を体験したり，〈将来に対する不安〉を持っ
たりしており，対象者は，非行文化・価値観への親和性とそれに対するネガティブな心情の間の
表２　ＴＥＭの概念に対する本研究での意味
概　	念 意　　　　味
等至点（EFP）
《非行からの離脱》
　両極化した等至点（Polarized-Equifinality	Point＝ P-EFP）としての
《非行の継続》
必須通過点（OPP）
〈問題行動の発現〉
〈少年司法上の措置（非行 (事件化 )，少年院入院）
〈少年鑑別所退所・少年院仮退院〉
分岐点（BFP）
〈（指導を）受け入れる／受け入れない〉【指導に対する態度】
〈生活領域から離反／再確保〉【生活場面の確保と逸脱】
〈施設での課題への取組み／拒否〉【施設での課題の取組み】
〈施設での教官の関わりの受け止め／拒否〉【教官の指導への取組み】
〈再非行に対する罪悪感・後悔の念／現状への肯定的評価〉
【再非行の受け止め】
〈生活に対する適応（受容感・充実感）／不適応〉
【生活場面に対する主観的体験】
社会的方向づけ（SD）
〈周囲からの被排除感〉
〈不良交友への傾倒〉
〈“非行少年”としてのアイデンティティの形成・強化〉
〈非行への固執（不良仲間への忠誠）〉
〈（少年鑑別所・少年院に）入所に収容されたことへの不満〉
〈“普通に戻れない”という自棄的感情〉
〈変化への抵抗感〉
〈かつての仲間を失う心細さ〉
社会的助勢（SG）
〈将来に対する不安〉
〈心身の傷つきに対する痛み〉
〈少年鑑別所・少年院（教官）の指導〉
〈更生を願う家族等の励まし〉
〈安心して生活できる場所の確保〉
〈信頼されている実感〉
〈“非行少年”であることへの否定的感情〉
〈目標を支えてくれる家族・受け入れてくれる健全な仲間（コミュニティ）〉
〈“目標に向かう自分”への価値づけ〉
〈“非行少年だった過去”の受入れ・現在との連続性の確認〉
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葛藤的な心性にさらされた状態にある。
１．３	【少年鑑別所・少年院への入所から退所（社会復帰）まで】
　対象者は，起こした非行によって逮捕され，家庭裁判所で観護措置を執られて少年鑑別所に入
所したり，その後，少年院送致決定に付されて少年院に入所したりする。期間の違いはあるが，
いずれにおいても，それまでの日常生活から切り離され，施設内で自由を制限され，規律に従う
という非日常的な生活を強いられる。また，特に少年院では更生に向けた課題を与えられ，「教
官」の指導を受ける。しかし，対象者は，少年院等への入所当初，〈収容されたことへの不満〉か
ら〈課題への取り組み〉，〈教官の関わり〉に拒否的な構えを示す。また，この背景には，これま
での〈非行への固執〉の構えや，それを支え，その証しでもある不良仲間への忠誠心を保持する
気持ちもある。
　その一方で，施設での生活は，〈安心して生活できる場所の確保〉という意味を持ち，次第に受
け入れて馴染んでいく。〈教官の関わり〉についても，戸惑いながらも受け止め，〈少年院・少年
鑑別所（教官）の指導〉に向き合い，〈課題への取り組み〉もみせる。そして，その中で，〈努力
への手応え感・充実感〉を体験し，問題行動をみせるようになった頃には低下させていた自己効
力感，自尊感情が回復する。また，自分の〈過去のふりかえり〉も行うようになり，非行行為や
非行文化・価値観に対する見直しが行われ，〈非行からの離脱〉を決意する。なお，この変容にお
いては，面会や通信による〈更生を願う家族等の励まし〉が大きな要因の一つになっている。
１．４	【少年鑑別所・少年院を退所し，非行から離脱するまで】
　対象者は，非行からの離脱を決意して少年院等を退所し，社会生活に復帰する。復帰にあたっ
ては，在宅処分に付されて少年鑑別所を退所した事例，少年院を仮退院した事例のいずれも保護
観察による指導が付けられた。少年院を仮退院した対象者は，少年院在院中から担当の保護司と
面談を行い，帰住先（主に家庭），退所後の就労などについて，保護者も含めて調整が図られた上
で社会に復帰し，退所後すぐに新生活をスタートさせる。
　この新生活への定着の可否が，《非行からの離脱・立ち直り》（EFP）と《非行の継続（再非行）》
（P-EFP）との分岐点になる。そして，新生活への定着は，新生活の場で〈受容される体験〉，〈充
実感の体験〉を得られるかどうかに係ってくる。これらが得られず，〈不適応感〉を持つ場合に
は，非行からの離脱・立ち直りはできず，非行を継続させる可能性が高くなる。
　対象者にとって社会復帰後の新生活は，ある程度調整が図られているとはいえ，周囲との人間
関係，社会的役割など，これまでなかった多くのことを新たに作り上げる必要が生じる。家族と
の関係も，面会等を通じて再構築されているところはあるが，実生活上の関係の再構築は，実際
の生活交渉の中でしか調整できない種々の日常的な出来事を通して行われる必要がある。そのた
め，対象者は，未知の生活に投げ込まれるような体験をする。そこで受容された場合には，定着
へと首尾よく向えるが，〈孤独感〉を体験するような場合，〈不適応感〉を持ち，〈新生活から離
反〉する。そして，その代わりに親和的になりやすいそれまでの〈非行少年としてプライド（ア
イデンティティ）〉や，〈不良仲間との交友〉を拠り所とする。そして，これらが助長された場合
には再非行に至る。
　ただし，この再非行に対しては，更生のための指導，教育がなされる前との違い〈罪悪感・後
悔の念〉を抱く。この場合，周囲に援助を得て，または，自力で，非行のない健全な生活を模索
し，目標を新たに設定し，再設定した新生活へと歩み出す。再スタートさせた新生活で〈受容さ
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れた体験〉，〈充実感の体験〉を得て，〈興味を持て，能力を発揮できる健全な対象を獲得〉し，非
行のない生活を定着させていく。
　この非行のない生活への歩み出しと定着を促進させるのは，少年の〈目標を支えてくれる家族・
受け入れてくれる仲間（コミュニティ）〉の存在である。これら身近な周囲のサポートと，それら
に〈信頼されている実感〉があることで，〈“目標に向かう自分”への価値づけ〉を行うことがで
き，非行のない生活への適応感が促進される。この過程で対象者は，〈かつての仲間を失う心細
さ〉を体験する。また，〈非行少年であることへの否定的感情〉が形成される。これは，それまで
の自分を否定し，新たな自分を再構築－アイデンティティの変容－を体験することであり，その
渦中では，〈変化に対する抵抗感〉が生じる。これは，非行からの離脱を阻害する力として作用す
るが，対象者は，この抵抗感を抱えながらも〈“非行少年だった過去”を受け入れ，現在との連続
性を確認〉しながら，非行のない自分へと変化することを体験していく。
　他方，この過程で対象者は，非行のない〈“普通の生活に戻れない”という自棄的心情〉を抱
く。この心情にコミットしてしまうと再非行に向かい，さらにそうした行動をとることで，この
心情が強化されるという負のスパイラルに陥ることになる。
２．総合的考察－非行少年の立ち直りに向けた支援に対する示唆
　本研究で明らかになった非行からの立ち直りの過程から，立ち直りを促進するための支援に対
して示唆されることについて整理する。
２．１	適応する健全な環境の整備
　非行少年の立ち直りについては，興味を持ち，能力を発揮できる健全な対象の獲得の可否が分
岐点の一つになっている。法務省１）によれば，少年院を仮退院の退院後３年以内の再非行率は，
就労のない者は，ある者の約４倍であるといわれており，就労という興味を持ち，能力を発揮で
きる対象があることが再非行の抑止につながると理解できる。また，Sampson	＆	Laub４）も，犯
罪・非行からの立ち直りには，仕事への定着や結婚が重要であると指摘しており，非行少年の立
ち直りの支援のためには，職場など少年が興味を持ち，能力を発揮できる対象を用意することが
必要となる。
２．２	自己効力感，自尊心の回復
　本研究の結果からは，〈受容され体験〉，〈充実感の体験〉が得られ，周囲から〈信頼されている
という実感〉がある場合に社会適応が可能になることが明らかになった。この結果を踏まえて考
えると，非行少年に対する支援にあたって特に支援する側には，「少年を信頼すること」が大切に
なる。そして，信頼の上に立った指導を行うためには，少年の問題点を踏まえた上で，長所（強
み）に焦点を当て，持っている能力を十分に活用できるようエンパワメントしていく働きかけが
肝要となる。これにより，Maruna17）が述べているように，元犯罪者・非行少年は，最初は自分
で自分を信じられないが，周囲の誰かが信じてくることで，本当は，自分には自分なりの価値が
あると思えるようになり（Marunaは，これを「鏡像としてのリカバリー」と呼んだ），自発性を
発揮しできるようになる。そして，さらにそれによって自己効力感，自尊心を回復させていくと
いえる。
２．３	アイデンティティの変容
　非行からの立ち直りの過程で少年は，新たな価値観の取入れが行われることになり，従前の価
値観の変更を迫られる。この変更について白井ら８）は，「非行では自己実現できない」という気
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づきがターニングポイントになると指摘している。本研究で少年は，ライフコースの中で，非行
化の過程で次第に非行少年としてのアイデンティティを形成していき，立ち直りの過程ではそれ
を否定し，〈目標に向かう自分への価値づけ〉を行っていくことが明らかになった。また，〈非行
少年であることへの否定的な感情〉と同時に，〈普通には戻れないという自棄的な心情〉と〈変化
への抵抗感〉を持っていることが解明された。少年は，少年院等の教育や教官のかかわり・指導
によって，非行ではない・健全さの範疇にある行為によって評価を得る。そして，その評価は，
自己効力感と自尊心を向上させ，社会内でも相応の適応的な行動をとれるかも知れないというポ
ジティブな見通しを持ち得ることにつながる。この健全な自己効力感，自尊心は，挫折によって
低下したが，非行や問題行動を散見させる以前には学業や部活動などで満たされていたものであ
るため，少年本人は親和性を持つ。そして，親和性があることが〈非行少年であることへの否定
的な感情〉の助長に働く。しかし，非行少年ではない行動様式をとることは，直前までの自分と
は異なる価値観に基づいた行動・振舞いをすることであり，それは，非行があった過去の自分の
否定という意味を内包する。河野11）が「この過程で体験する価値観の変更は，今までのアイデン
ティティの崩壊を体験することにつながる」と述べたように，過去とは異なる行為をすることに
対する抵抗感が生じやすく，変化すること，変化を受け入れることは容易ではない。また，実際
の行動・振舞いが新たな生活で通用するは未知数であるという不安，周囲から受け入れられるか
の心許なさも持つ。むしろ，周囲から“非行少年である”と認識（ラベリング）されているとい
う感覚があることで，〈“普通に戻れない”という自棄的心情〉が生じて，実行への心理的なハー
ドルが高くなり，馴染みのあるそれまでの問題解決方法による対応（非行等の社会的には容認さ
れない対処方法）を取りがちとなる（その場合，不良交友を復活させたり，再非行に至ったりす
る）。さらには，行動様式を転換することは，それまで類似した価値観に基づいて行動してきた仲
間との齟齬を生じさせることであり，かつての仲間を失うことにつながる面がある。そのため，
非行のない行動様式をとる自分を新たに受け入れてくれるコミュニティが形成され，つながりを
実感できるようになるまでの間，孤独感に耐える必要が生じる。
　このように立ち直りの過程にある少年は，これら両価的な感情の間での葛藤を抱えた状態にあ
り，非行からの立ち直りには，この状態をいかに乗り越えるかが大きな岐路になる。
　そのため，立ち直りの支援にあたっては，非行からの立ち直り過程において，この状態のつら
さや不安を支えながら，変化することの利益，現状に留まることによるリスクを自覚させ，少年
自身の前向きなものの見方や考え方を引き出せるよう，継続的な支持を基盤に，動機付け面接法
などによる心理面へのアプローチや，問題や状況の意味を少年が主体的，積極的に取り組めるも
のにリフレーミングしていくアプローチが必要となる。
　なお，立ち直りの過程で要求されるアイデンティティの変容は，立ち直る前後でアイデンティ
ティが別物になることではなく，〈非行少年だった過去を受け入れ〉，〈現在との連続性を確認〉し，
あの過去があって今の自分があるというように，セルフ・ナラティヴを書き換えていくことであ
る。支援する側には，少年がそれをできるようにサポートしていくことが不可欠となる。
２．４	健全な生活への定着の促進
　アイデンティティとは，Erikson18）によれば，自我の持つさまざまな統合方法に与えられた自
己の同一と連続性が存在するという事実と，これら総合的方法が同時に他者に対して自己がもつ
意味の同一性の連続を補償する働きをしているという事実の自覚であり，他者との関係の中で確
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立されるものである。Maruna17）によれば，非行からの立ち直りも本人と重要な他者との相互関
係を通じて形作られる構成概念であり，立ち直りにおけるアイデンティティの変容は，少年本人
の変化だけでは成立せず，周囲に認識されているという実感が必要となるという。そして，この
実感を持てるようにするためには，非行があったという過去の上に立つ現在の自分が社会に役立っ
ており，社会の一員であるという実感を持てるよう，少年を包摂する環境へのアプローチも含め
た支援が肝要となる。そして，その支援には，「非行をやめた」時点ではなく，「非行を辞めた自
分が社会に根づいたと本人が実感できるまで」の継続性のあるものであることが求められる。
Ⅳ　おわりに
　手記の分析により，かつて非行を起こした人たちの非行からの立ち直りの過程を解明し，それ
に基づいて，立ち直り支援のあり方について検討した。
　その結果，非行少年は，目標を支えてくれる家族等の支援の下，非行少年であることを否定す
るようになり，受容感や充実感を体験しながら，コミットできる健全な対象を獲得していくこと
で非行から離脱できるようになることが解明された。そして，それを促進するための支援として
①　少年が適応する社会的環境を整備する。
②　その環境との関わりを通じて，自己効力感，自尊心を回復できるようにする。
③　立ち直りの過程において少年たちが迫られるアイデンティティの変容に関して，そのつら
さ，不安をサポートしながら，主体的，積極的に変容に向えるよう心理面への支援を行う。
④　少年たちが，非行があった過去を踏まえてアイデンティティを再統合し，それが社会的に
も承認されるよう，非行をやめた少年のアイデンティティが社会に根づくまで継続的に支援
する。
の４点が重要になることが示唆された。
　ただし，本研究では，対象が，出版物として公開された手記であるため，例えば，少年が新た
な環境に適応感等を持つようになった経緯や，非行を起こしていた過去の受け止めと統合といっ
た詳細な心理過程に関する情報は，けっして十分とはいえない。また，家族をはじめとする周囲
の少年に対する受け止め方や，関係の持ち方などについても検討を加え，少年の生活システム全
体の変容を視野に入れた立ち直り過程の解明も必要である。
　今後は，これらの点を考慮して立ち直り過程をより詳細に解明し，立ち直り支援に関する検討
を深めていきたい。
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